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天
交
野
上
の
時
刻
に
つ
い
て

美
　
作

山
本
孝
二
郎

　
こ
為
に
M
人
の
観
測
者
が
居
る
ε
假
定
致
し
ま
す
。
そ
の
襯
猛
者
の

子
午
線
S
は
観
測
者
の
正
し
ぐ
南
の
黙
（
天
球
上
の
）
ε
天
頂
唱
こ
正
し
く

北
の
鮎
を
結
び
つ
け
た
天
球
上
の
大
刷
で
あ
り
ま
す
。
天
球
上
の
任
意

の
闘
魂
一
例
へ
ば
或
る
恒
星
一
が
観
測
者
の
子
午
線
を
横
ぎ
る
事
を
其

の
貼
の
子
午
線
通
過
ε
申
し
ま
す
。
天
球
が
其
の
回
韓
軸
に
毒
し
て
一

回
韓
し
ま
す
ご
、
天
球
上
の
す
べ
て
の
鮎
は
子
午
線
を
二
度
通
過
致
し

ま
す
。
↓
は
子
午
線
の
上
の
部
分
で
，
他
の
一
は
下
の
部
分
で
行
は
れ

ま
す
。
観
測
者
が
若
し
地
球
の
北
牟
球
に
居
る
な
ら
ば
、
其
鮎
の
北
極

距
離
が
観
測
者
の
緯
度
よ
り
小
な
る
間
は
常
に
地
心
線
上
に
あ
っ
て
其

瓢
の
爾
方
の
子
午
線
通
過
を
見
る
こ
ミ
が
出
來
ま
す
。
こ
れ
に
反
饗
し

て
、
天
球
上
の
一
鮎
の
南
極
距
離
が
齪
測
者
の
緯
度
よ
り
小
な
る
間
は

子
午
線
通
過
の
上
方
ε
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
Q
こ
の
二
つ
の
限
よ
り
他
の

貼
は
子
午
線
通
過
を
一
回
だ
け
見
ら
れ
ま
す
。

　
實
地
葺
文
學
に
必
要
な
時
刻
の
系
統
は
恒
星
、
眞
太
陽
、
李
均
太
陽

の
三
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
、
恒
星
　
一
恒
星
日
’
、
〕
は
、
春
分
鮎
が
一
度
子
午
線
通
過
を
し
て

次
に
叉
子
午
線
通
江
を
す
る
ま
で
の
時
間
で
あ
り
ま
す
。
任
意
の
瞬
間

の
恒
星
時
ミ
は
、
其
瞬
間
に
於
て
の
春
分
鮎
の
時
角
で
あ
り
ま
す
。
郎

ち
其
瞬
間
に
於
て
の
子
午
線
こ
春
分
鮎
を
通
過
す
る
時
圏
・
こ
の
な
す
角

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
春
分
馳
が
其
子
午
線
上
に
あ
る
時
を
0
時
○
分

○
秒
ミ
致
し
ま
す
。
こ
の
瞬
間
を
恒
星
正
午
ミ
申
し
ま
し
て
、
我
々
の

日
常
用
ゆ
る
時
計
の
如
く
以
下
二
四
時
ま
で
計
る
の
で
あ
り
ま
す
。
恒

星
時
は
叉
、
襯
測
者
の
子
午
線
の
赤
経
が
春
分
鮎
の
時
角
に
等
し
い
理

由
に
よ
り
ま
し
て
其
の
赤
経
に
等
し
く
な
り
ま
す
。
で
あ
る
か
ら
任
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

の
天
艦
は
其
恒
星
時
が
星
の
赤
纏
に
等
し
い
時
、
上
の
子
午
線
通
過
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

し
、
恒
星
時
が
其
の
赤
経
よ
り
十
二
時
間
異
な
る
場
合
、
下
の
子
午
線

通
過
を
致
し
ま
す
。

　
地
軸
に
題
す
る
地
球
の
回
韓
蓮
動
は
全
然
一
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、

春
分
貼
は
歳
差
ε
章
動
に
よ
っ
て
一
日
に
李
均
O
o
一
二
六
砂
だ
け
西

へ
蓮
動
し
ま
す
。
故
に
恒
星
日
は
正
確
に
は
地
球
の
一
回
韓
に
“
致
し

ま
せ
す
、
反
全
然
に
は
其
の
長
さ
を
、
一
様
に
致
し
ま
せ
ん
。
然
し
、
そ

れ
は
前
蓮
の
如
く
微
小
な
差
で
あ
り
ま
す
。

　
二
、
眞
太
陽
　
一
眞
太
陽
日
ミ
は
同
一
子
午
線
上
に
於
て
の
太
陽
の

　
　
　
　
ム
　
　

相
つ
穿
く
上
の
子
午
線
通
過
の
時
刻
の
間
隔
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

任
意
の
瞬
聞
の
太
陽
の
時
角
－
其
瞬
間
．
の
子
午
線
言
太
陽
を
通
過
す
る

時
圏
ミ
の
な
す
角
i
は
、
其
の
地
貼
に
於
て
の
眞
太
陽
時
で
あ
り
ま
す

こ
れ
も
恒
星
時
ざ
同
様
○
時
○
分
○
秒
か
ら
二
四
時
ま
で
あ
る
の
で
あ

の
ま
す
。
然
し
、
此
太
陽
時
は
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
長
さ
を
大
勢
異

〈
一
三
）
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に
し
．
て
居
り
ま
す
Q
帥
ち

A
　
地
球
は
ケ
プ
レ
ル
の
法
則
に
し
些
か
ひ
み
刻
々
愛
じ
て
行
く
速

　
　
度
で
春
信
軌
道
を
諾
き
ま
す
。
故
に
、
経
度
（
黄
経
）
上
を
東
へ
向

　
　
ふ
覗
蓮
動
の
速
渡
は
刻
々
攣
じ
ま
す
。

　
B
　
太
陽
の
視
振
動
は
黄
道
上
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
赤
経
及
び
時

　
　
角
上
に
湿
て
の
群
動
は
各
異
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
理
由
で
私
等
は
時
計
に
嵐
の
時
刻
を
保
た
せ
る
ご
云
ふ

こ
ε
は
す
つ
か
の
駄
目
に
な
の
ま
す
〇

　
三
。
面
影
太
陽
　
前
述
の
眞
太
陽
時
の
臨
監
を
補
ふ
‘
た
め
に
私
等
は

A
ユ
ぢ
の
塵
天
髄
を
考
へ
ま
す
。
第
一
の
塵
天
罷
は
眞
の
太
陽
く
」
同
時

に
近
地
鮎
を
通
過
し
、
且
煽
定
の
角
速
展
を
持
っ
て
黄
道
上
を
浮
動
す

る
も
の
ミ
致
し
ま
す
。
第
二
の
盧
天
艦
は
第
一
の
諸
天
ε
同
時
に
春
分

鮎
を
通
過
し
、
且
赤
道
上
を
一
定
の
角
済
度
を
持
っ
て
蓮
動
ず
る
も
の

ミ
致
し
ま
す
。
此
の
第
二
の
引
越
艦
が
李
均
太
陽
－
し
名
付
け
ら
る
、
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
剛
李
均
太
陽
日
ε
は
同
M
の
子
午
線
を
先
づ
李
均
太
陽
が
通
．
過
し
次

に
叉
通
過
す
る
ま
で
の
時
聞
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
奉
均
太
陽
の
時

角
を
李
均
太
陽
時
ぐ
」
云
ひ
、
恒
星
時
及
眞
太
陽
時
ミ
圃
襟
，
0
時
○
分

○
秒
よ
り
起
算
し
て
二
四
時
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
藁
太
陽
時
ざ
李
均
太
陽
時
ミ
の
時
刻
の
差
を
時
差
ε
申
し
ま
す
。
侮

日
の
時
差
は
航
海
暦
（
臣
の
冨
葺
。
鑑
卜
百
・
。
§
）
中
の
推
算
表
に
グ
リ
ニ

（
↓
四
）

チ
の
眞
正
午
（
眞
太
陽
時
が
○
時
○
分
○
秒
の
時
）
及
卒
均
，
正
午
（
駆

均
太
陽
時
の
○
時
○
分
○
秒
の
時
〉
に
於
て
の
値
・
こ
し
て
押
せ
ら
れ
て

居
ま
す
。
よ
っ
て
任
意
の
瞬
間
も
計
算
に
て
求
め
ら
れ
∫
少
す
。

　
天
文
學
に
用
ひ
ら
れ
る
李
均
太
陽
時
は
正
午
よ
り
起
算
致
し
ま
す
。

こ
れ
に
反
し
て
暦
の
時
刻
は
夜
宇
－
前
述
の
正
午
に
先
だ
つ
所
の
一
に

始
ま
る
事
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
例
へ
ば
七
月
一
日
午
前
十

時
は
天
孫
李
均
太
陽
時
の
六
月
三
十
日
二
十
二
時
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
X
．
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
吋
度
李
均
太
腸
が
準
均
春
分
鮎
を
通
過
し
、
次
に
叉
同
↓
の
通
過
を

す
る
ま
で
の
時
刻
の
間
隔
を
一
回
蹄
年
叉
は
太
陽
年
ミ
申
し
ま
す
。
一

八
○
○
年
は
此
の
値
こ
し
て
三
六
五
・
二
四
二
ニ
ニ
李
均
太
陽
時
ミ
報

告
致
し
ま
し
た
。

　
此
の
期
間
に
細
し
て
の
恒
星
日
の
歎
は
三
六
六
・
二
四
ニ
ニ
ニ
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
李
均
太
陽
が
三
六
〇
度
東
方
へ
運
動
す
る
間
に

春
分
鮎
は
子
午
線
通
過
を
一
回
多
く
す
る
か
ら
な
の
で
あ
り
ま
す
。
よ

っ
て
次
の
等
式
を
得
ま
す
。

　
　
滝
尾
・
隠
』
⊃
b
D
b
D
孝
心
汁
半
国
1
1
Q
。
禽
b
富
b
っ
b
⊃
鼠
勲
ロ

　
叉
こ
れ
か
ら

　
　
忌
睾
証
孫
翻
無
置
隠
●
尋
G
。
密
談
敵
ま
障
囲
購
興

　
　
b
⊃
劇
薗
脚
尋
一
1
b
9
む
。
興
蜜
串
典
O
蓄
財

　
そ
の
等
式
か
ら
，
自
書
太
陽
時
上
で
の
恒
星
時
の
潜
加
は
一
片
三
太
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陽
時
に
て
九
・
八
五
六
五
秒
、
一
恒
星
時
に
て
九
・
八
二
九
六
秒
－
こ
な

る
事
が
知
れ
ま
す
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
實
地
天
文
學
の
殆
ん
，
ご
何
れ
の
問
題
に
て
も
過
る
揚
所
に
於
て
の
時

刻
を
他
の
場
所
の
是
に
封
ず
る
時
刻
に
遷
し
、
叉
一
系
に
於
け
る
時
刻

－
例
へ
は
恒
星
時
1
を
、
他
国
の
こ
れ
に
漉
す
る
時
刻
－
例
へ
ば
李
均

太
陽
時
一
に
攣
嘱
す
る
こ
ご
は
常
に
必
要
な
事
で
あ
り
ま
す
．
。
私
等
は

推
算
表
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
く
事
が
出
盛
ま
す
。

　
先
づ
或
る
場
所
の
時
刻
を
他
の
場
所
の
こ
れ
に
封
ず
る
時
刻
に
遷
す

こ
ε
か
ら
初
め
ま
せ
う
Q
曹
ん
な
時
刻
で
も
互
角
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
馬
丁
個
所
の
時
刻
の
差
は
高
角
の
差
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
二
個
所
の
経
度
（
天
文
學
上
の
）
の
差
に
等
し
い
わ
け
に
な

り
ま
す
。
故
に
経
度
の
差
を
西
方
の
場
所
の
時
刻
に
加
ふ
れ
ば
、
其
は

東
元
の
こ
れ
に
封
ず
る
時
刻
ミ
な
り
ま
す
。
又
反
謝
に
其
差
を
東
方
の

地
鮎
の
時
刻
よ
り
引
去
る
な
ら
ば
結
果
は
西
方
の
駆
馳
の
時
刻
で
あ
り

ま
す
。

　
次
に
任
意
の
地
算
に
於
て
の
眞
太
陽
時
を
卒
均
太
陽
峙
に
、
叉
逆
に

李
均
太
腸
時
を
眞
太
陽
時
に
攣
，
議
す
る
問
題
に
う
つ
る
．
事
に
致
し
ま
す

此
の
問
題
を
解
く
に
は
第
一
に
與
へ
ら
れ
た
瞬
間
に
於
て
の
時
差
を
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
、
若
し
眞
太
陽
時
が
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

前
問
題
の
解
法
に
よ
っ
て
グ
リ
ニ
チ
眞
太
陽
時
に
慶
窪
し
、
推
算
表
よ

り
時
差
を
取
る
の
で
あ
り
ま
す
。
二
二
太
陽
時
の
與
へ
ら
れ
る
時
も
岡

襟
グ
リ
ニ
ツ
チ
李
均
太
陽
時
に
攣
換
し
て
、
時
差
を
取
る
の
で
あ
り
ま

す
。
．
例
へ
ば
今
眞
太
陽
時
一
九
；
二
年
七
月
一
日
グ
リ
ニ
ツ
チ
時
一
〇

時
に
於
て
の
時
差
を
見
出
す
も
の
ε
し
ま
す
Q
眞
正
午
（
眞
太
陽
時
の

○
時
○
分
○
秒
）
に
於
け
る
時
差
の
値
は
推
算
表
よ
り
正
三
分
二
七
・
四

三
秒
、
及
一
時
間
の
鉱
化
O
・
四
八
八
秒
を
得
ま
す
。
直
航
の
日
師
ち

七
月
目
日
射
正
午
に
於
け
る
時
差
の
国
時
間
の
軟
化
は
○
。
四
七
八
秒

で
あ
る
か
ら
毎
時
の
時
差
は
攣
じ
て
る
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
の
動
感
を
取
り
一
時
間
の
攣
化
を
○
㊦
四
八
三
秒
ε
致
し
ま
す
。
故

に
求
む
る
所
の
時
差
ε
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
十
G
り
⇔
b
⊃
刈
・
窃
贈
十
〇
献
o
e
ら
。
噂
×
6
1
1
十
¢
。
》
ら
。
b
3
●
ゆ
㊥
囎

を
得
ま
す
。
こ
れ
で
李
均
太
陽
時
に
換
算
す
る
事
が
出
陣
ま
せ
う
。

　
第
三
に
李
均
太
陽
時
を
恒
星
時
に
里
馬
す
る
問
題
に
致
し
ま
す
。
任

意
の
瞬
間
の
李
均
太
陽
時
は
李
均
正
午
後
の
時
間
で
あ
り
ま
す
Q
此
の

時
間
を
等
し
い
値
の
恒
星
曄
間
に
換
算
し
て
、
正
午
の
恒
星
時
に
加
ふ

れ
ば
其
の
和
は
求
む
る
恒
星
時
ε
な
り
ま
す
っ
（
此
の
問
題
は
心
事
で
す

か
ら
省
き
ま
し
た
。
）
正
午
に
於
て
の
恒
星
時
は
其
瞬
間
．
に
於
て
の
卒
均

太
．
陽
の
赤
経
に
等
し
い
事
か
ら
私
等
は
第
一
に
そ
の
赤
経
を
求
め
ね
は

な
り
ま
せ
ぬ
。
グ
リ
ニ
ツ
チ
ニ
於
け
る
そ
の
赤
経
の
値
ほ
同
様
推
算
表

に
の
せ
ら
れ
て
る
ま
す
。
そ
し
て
、
繧
度
が
し
な
る
場
所
の
正
午
の
赤

経
は
ピ
×
P
。
。
暑
い
零
を
滴
用
す
る
事
に
よ
っ
て
満
足
せ
ら
れ
ま
す
。

（
で
五
）
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最
後
に
恒
星
時
を
李
均
太
陽
時
に
攣
換
す
乃
事
に
つ
い
て
の
問
題
を

残
し
て
居
り
ま
す
。
是
は
前
の
法
の
逆
で
、
與
へ
ら
れ
た
恒
星
時
よ
り

す
．
ぐ
前
に
あ
る
　
牛
均
正
午
に
於
て
の
．
恒
星
時
．
を
引
き
去
り
ま
す
。
勿
論

其
地
の
経
度
を
考
へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
結
果
は
李
均
正

午
以
後
の
恒
星
時
で
あ
り
ま
す
か
ら
等
し
い
値
の
李
均
太
陽
時
に
攣
換

す
れ
ば
要
求
せ
ら
れ
た
問
題
を
果
す
わ
け
に
な
り
ま
せ
う
。

　
そ
れ
で
一
通
り
の
換
算
法
を
終
へ
た
わ
け
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
注

意
す
べ
き
事
は
日
付
を
嚴
正
に
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
（
一
九
二
三
●
六
●

こ麟
輩

（
…
）

民）H

正

興
濃

嶺
　
　
魍

。ゆ

bX
?
E
恥
g
。

　
c
⇔
㊤
b
b
診

誤一
二
謡
、
織
♂

O
麟
Q
o
G
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大
望
遠
鏡
は
遂
に
露
國
へ

　
昨
年
の
春
頃
、
在
膳
國
の
或
る
一
口
な
通
じ
て
、
大
望
遠
鏡
の
司
り
物
の
廣

皆
が
日
本
へ
も
煮
て
居
六
〇
そ
れ
ば
、
「
戦
前
、
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
ェ
フ
天
丈

壷
で
、
六
十
吋
亡
か
の
大
き
な
反
射
望
遠
鏡
存
英
國
の
グ
ラ
ブ
會
杜
へ
注
丈
し

糞
の
が
、
殆
ん
ご
完
成
し
た
け
れ
ご
、
ロ
シ
ア
に
あ
の
通
り
の
草
亀
攣
齪
で
、

ヒ
て
も
其
の
斜
な
買
ひ
取
る
こ
ぜ
に
出
來
な
い
。
そ
れ
で
何
所
か
、
他
の
天
丈

盗
へ
て
も
買
っ
て
呉
れ
な
い
か
」
ぜ
い
ふ
勧
誘
で
あ
っ
た
。
曇
り
品
ば
始
め
注

丈
の
時
、
代
僧
嘱
の
恋
†
値
が
既
に
ド
製
一
廻
會
謎
へ
佛
ひ
冒
込
ま
れ
て
あ
る
．
の
で
、
今
悶
貝

ふ
者
に
非
常
な
安
値
で
買
に
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
に
珍
し
い
好
機
で
あ

る
の
で
、
自
分
等
ば
、
二
三
ケ
所
、
心
當
り
の
所
を
奔
走
し
て
見
た
け
れ
ご
、

四
五
十
萬
瞑
ぐ
ら
み
の
金
が
遂
に
出
る
所
か
獲
見
ぜ
す
、
大
に
残
念
に
思
っ
て

ゐ
糞
9
し
か
る
こ
最
近
に
聞
い
六
ご
こ
ろ
に
よ
る
ご
、
そ
の
大
望
蓮
鏡
に
、
ロ

　
シ
ア
の
方
で
も
や
ば
り
未
練
が
残
っ
て
ゐ
六
書
見
え
、
代
贋
の
馨
額
な
彿
び
込

ん
で
、
送
、
・
注
文
主
リ
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
「
天
文
豪
へ
向
け
、
佐
國
か
ら
嚢
逡
さ
れ

敦
ビ
ビ
ふ
。
之
れ
ぜ
酒
乱
に
シ
メ
イ
ス
筋
交
肇
（
同
じ
く
露
國
）
の
注
文
品
で
賞

q
物
に
な
っ
て
み
れ
二
十
吋
絵
り
の
二
型
興
鏡
も
亦
シ
メ
ノ
・
ス
へ
獲
逡
さ
れ
敦
亡

　
い
ふ
Q

　
今
日
の
ロ
シ
ア
ば
世
八
の
普
く
知
る
如
く
財
界
空
前
の
難
況
に
あ
る
に
か
」

に
ら
す
、
非
常
な
決
心
准
以
つ
で
、
ソ
ヴ
ノ
・
エ
ツ
ト
政
府
．
が
右
の
二
つ
の
官
立

天
丈
藁
の
六
め
に
、
．
’
一
寸
考
へ
れ
ば
、
今
日
の
ロ
シ
ア
か
救
ふ
六
．
の
、
・
に
不
急

の
、
む
し
ろ
無
關
係
ざ
思
ば
れ
る
や
、
う
な
純
學
術
の
れ
め
に
、
）
亘
大
な
乃
金
額

為
支
出
し
六
こ
ミ
に
眞
實
ビ
思
ほ
れ
な
い
ほ
こ
の
大
家
さ
定
言
へ
ば
言
ば
れ
る

　
や
う
な
こ
ぜ
で
あ
ろ
。
我
が
日
本
の
官
民
が
、
常
に
純
七
二
の
た
め
に
費
用
た

惜
し
み
勝
ち
で
あ
る
こ
定
書
比
較
し
て
、
實
に
ノ
れ
に
大
な
る
皮
肉
定
い
ふ
べ

告
で
あ
ら
う
。
（
一
九
二
三
、
四
、
＝
．
「
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
肇
に
て
山
本
）

ジ
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
清
滅

　
晋
し
、
ロ
マ
の
執
政
官
ジ
ェ
リ
ウ
ス
・
シ
ー
ザ
ー
が
剃
定
し
糞
ジ
ュ
リ
ゥ
ス


